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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年7月12日(2018.7.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撥水性及び任意選択的に汚れ除去性を基材に付与するための化合物であって、
　（ａ）ジイソシアネート及びポリイソシアネートからなる群から選択される少なくとも
１つのイソシアネート基を含有する化合物、又はこれらの混合物と；
　（ｂ）少なくとも１つの－Ｒ1；－Ｃ（Ｏ）Ｒ1；
　　　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＲ

2；
　　　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1

　で置換された、環状又は非環状の糖アルコールからなる群から選択される、少なくとも
１つのイソシアネート反応性化合物又はこれらの混合物と；
　（ｃ）フッ素化アルコール、フッ素化チオール、又はフッ素化アミンから選択される少
なくとも１つのフッ素化イソシアネート反応性化合物と、を反応させる工程を含むプロセ
スによって調製され、前記環状又は非環状の糖アルコールが、糖、還元糖、アミノ糖、ア
ルドン酸、及びアルドン酸ラクトンから選択され；
　式中、各ｎは、独立して、０～２０であり；
　各ｍは、独立して、０～２０であり；
　ｍ＋ｎは、０よりも大きく；
　各Ｒ1は、独立して、任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでいてもよい５
～２９個の炭素を有する直鎖又は分岐鎖アルキル基であり；
　各Ｒ2は、独立して、－Ｈ、又は任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含む６～
３０個の炭素を有する直鎖若しくは分岐鎖アルキル基；
　あるいはこれらの混合物である、化合物。
【請求項２】
　請求項１に記載の化合物であって、前記少なくとも１つのイソシアネート反応性化合物
（ｂ）が、式（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）、又は（ＩＩｃ）：
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【化１】

　から選択され、あるいはこれらの混合物であり、
　式中、各Ｒは、独立して、－Ｈ；－Ｒ1；－Ｃ（Ｏ）Ｒ1；
　　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＲ

2；又は
　　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1であり；
　各Ｒ3は、独立して、－Ｈ；－Ｒ1；－Ｃ（Ｏ）Ｒ1；
　　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＲ

2；又は
　　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1であり；
　各ｎは、独立して、０～２０であり；
　各ｍは、独立して、０～２０であり；
　ｍ＋ｎは、０よりも大きく；
　ｒは、１～３であり；
　ａは、０又は１であり；
　ｐは、独立して、０～２であり；
　但し、ｒが３のとき、ａは０であり；
　各Ｒ1は、独立して、任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでいてもよい５
～２９個の炭素を有する直鎖又は分岐鎖アルキル基であり；
　各Ｒ2は、独立して、－Ｈ、又は任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでい
てもよい６～３０個の炭素を有する直鎖若しくは分岐鎖アルキル基；であるが、
　但し、化合物（ｂ）が式（ＩＩａ）である場合、少なくとも１つのＲは、－Ｒ1；－Ｃ
（Ｏ）Ｒ1；－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＲ

2；
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　又は－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1であり；
　各Ｒ4は、独立して、－Ｈ、任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでいても
よい６～３０個の炭素を有する直鎖若しくは分岐鎖アルキル基、又はこれらの組み合わせ
；－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＲ

2；あるいは
－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1であり；
　但し、化合物（ｂ）が式（ＩＩｂ）である場合、少なくとも１つのＲ3又はＲ4は、任意
選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでいてもよい、６～３０個の炭素を有する直
鎖又は分岐鎖のアルキル基、又はこれらの組み合わせ；
－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＲ

2；あるいは
－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1であり；
　各Ｒ19は、－Ｈ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ1、又は－ＣＨ2Ｃ［ＣＨ2ＯＲ］3であるが、
　但し、化合物（ｂ）が式（ＩＩｃ）である場合、少なくとも１つのＲ19又はＲは、－Ｃ
（Ｏ）Ｒ1又は－ＣＨ2Ｃ［ＣＨ2ＯＲ］3である、化合物。
【請求項３】
　式（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）、及び（ＩＩｃ）の前記化合物が、少なくとも５０％生物系
由来である、請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　前記ジイソシアネート又は前記ポリイソシアネートが、ヘキサメチレンジイソシアネー
トホモポリマー、３－イソシアナトメチル－３，４，４－トリメチルシクロヘキシルイソ
シアネート、式（Ｉａ）、（Ｉｂ）、（Ｉｃ）及び（Ｉｄ）：
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【化２】

　のビス－（４－イソシアナトシクロヘキシル）メタン及びジイソシアネートトリマーか
らなる群から選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　請求項１に記載の化合物であって、前記少なくとも１つのフッ素化イソシアネート反応
性化合物（ｃ）が、下式：
　Ｒf－Ａx－Ｚ－Ｈ　　　（ＩＩＩ）
の少なくとも１つの化合物であり、式中、
　Ｒｆは、任意選択的に１個、２個又は３個のエーテル酸素原子で中断されていてもよい
Ｃ１～Ｃ２０直鎖又は分岐鎖ペルフルオロアルキルであり；
　Ｘは、０又は１であり；
　Ａは、（ＣＨ2）k、（ＣＨ2ＣＦ2）m（ＣＨ2）n、
　（ＣＨ2）oＳＯ2Ｎ（ＣＨ3）（ＣＨ2）p、Ｏ（ＣＦ2）2（ＣＨ2）r又はＯＣＨＦＣＦ2

ＯＥであり；
　Ｚは、Ｏ、Ｓ、又はＮＨであり；
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　ｍは、１～４であり；
　ｋ、ｎ、ｏ、ｐ、及びｒは、それぞれ独立して、１～２０であり；
　Ｅは、任意選択的に酸素原子、硫黄原子、又は窒素原子で中断されていてもよいＣ2～
Ｃ20直鎖又は分岐鎖アルキル基；環状アルキル基、又はＣ6～Ｃ10アリール基である、化
合物。
【請求項６】
　Ｒfが、中断されていない直鎖Ｃ2～Ｃ6ペルフルオロアルキルであり、ｘが１である、
請求項５に記載の化合物。
【請求項７】
　請求項１に記載の化合物であって、
　水、
　式（ＩＶａ）：　
　　Ｒ5－Ｘ　　（ＩＶａ）　の少なくとも１つの有機化合物、
　式（ＩＶｂ）：　
　　Ｒ15－（ＯＣＨ2ＣＨ（ＯＲ16）ＣＨ2）z－ＯＲ17　（ＩＶｂ）　の少なくとも１つ
の有機化合物、
　又はこれらの混合物から選択される、少なくとも１つの化合物を反応させる工程をさら
に含み、式中、
　Ｒ5が、任意選択的に少なくとも１つの不飽和基を含んでいてもよいＣ1～Ｃ30直鎖又は
分岐鎖アルキル；ヒドロキシ官能性Ｃ1～Ｃ30直鎖又は分岐鎖アルキル、ヒドロキシ官能
性直鎖又は分岐鎖Ｃ1～Ｃ30ポリエーテル、ヒドロキシ官能性直鎖又は分岐鎖ポリエステ
ル、ヒドロキシ官能性又はアミン官能性直鎖又は分岐鎖オルガノシロキサン、チオール官
能性Ｃ1～Ｃ30直鎖又は分岐鎖アルキル、アミン官能性Ｃ1～Ｃ30直鎖又は分岐鎖アルキル
、　
【化３】

　から選択され；式中、
　Ｒ7、Ｒ8、及びＲ9は、それぞれ独立して、－Ｈ、－Ｃ1～Ｃ6アルキル、又はこれらの
組み合わせであり；
　Ｒ10は、１～２０個の炭素を有する二価アルキル基であり；
　Ｘは、－ＯＨ、－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－ＳＨ、－ＮＨ（Ｒ12）、
－Ｏ－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）s（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）t－Ｈ　又は
－［Ｃ（Ｏ）］－Ｏ－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）s（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）t－Ｈから選択される
イソシアネート反応性基であり；
　Ｒ12は、－Ｈ又は一価のＣ１～Ｃ６アルキル基であり；
　Ｒ15、Ｒ16、及びＲ17は、それぞれ独立して、－Ｈ；－Ｒ18；－Ｃ（Ｏ）Ｒ18であるが
、但し、少なくとも１つのＲ15、Ｒ16、又はＲ17は、－Ｈであり；
　Ｒ18は、独立して、任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでいてもよい５～
２９個の炭素を有する直鎖又は分岐鎖アルキル基であり；
　ｚは、１～１５であり；
　Ｙは、－Ｃｌであり；
　ｓは、０～５０の整数であり；
　ｔは、０～５０の整数であり；
　ｓ＋ｔは、０よりも大きい、化合物。
【請求項８】
　式（ＩＩａ）が、式（ＩＩａ’）：
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【化４】

　としてさらに定義され、
　式中、各Ｒは、独立して、－Ｈ、－Ｒ1、又は－Ｃ（Ｏ）Ｒ1である、請求項２に記載の
化合物。
【請求項９】
　式（ＩＩａ）が、式（ＩＩａ’）：

【化５】

　としてさらに定義され、
　式中、Ｒは、独立して、－Ｈ、－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＲ

2、
又は－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1である、請求項２に記
載の化合物。
【請求項１０】
　（ｂ）が式（ＩＩｂ）：

【化６】

　である、請求項２に記載の化合物。
【請求項１１】
（ａ）イソシアネート、ジイソシアネート、ポリイソシアネート、又はこれらの混合物か
ら選択される少なくとも１つのイソシアネート基を含有する化合物と；
（ｂ）式（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）又は（ＩＩｃ）：
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【化７】

　から選択される少なくとも１つのイソシアネート反応性化合物と；
（ｃ）フッ素化アルコール、フッ素化チオール、又はフッ素化アミンから選択される少な
くとも１つのフッ素化イソシアネート反応性化合物と、を反応させる工程を含む、化合物
の調製方法であって、
　式中、各Ｒは、独立して、－Ｈ；－Ｒ1；－Ｃ（Ｏ）Ｒ1；
　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＲ

2；又は
　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1であり；
　各ｎは、独立して、０～２０であり；
　各ｍは、独立して、０～２０であり；
　ｍ＋ｎは、０よりも大きく；
　各Ｒ1は、独立して、任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでいてもよい５
～２９個の炭素を有する直鎖又は分岐鎖アルキル基であり；
　各Ｒ2は、独立して、－Ｈ、又は任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでい
てもよい６～３０個の炭素を有する直鎖若しくは分岐鎖アルキル基；
　あるいはこれらの混合物であるが、
　但し、前記化合物が式（ＩＩａ）を有する場合、Ｒ又はＲ2のうち少なくとも１つは－
Ｈであり；
　各Ｒ3は、独立して、－Ｈ；－Ｒ1；
　－Ｃ（Ｏ）Ｒ1；－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n'（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）m'Ｒ

2；又は
　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n'（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）m'Ｃ（Ｏ）Ｒ1であり；
　各Ｒ4は、独立して、－Ｈ、又は任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでい
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てもよい６～３０個の炭素を有する直鎖若しくは分岐鎖アルキル基、又はこれらの組み合
わせ；－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n'（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）m'Ｒ

2；あるいは
　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n'（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）m'Ｃ（Ｏ）Ｒ1であり；
　各ｎ’は、独立して、０～２０であり；
　各ｍ’は、独立して０～２０であり；
　ｍ’＋ｎ’は、０よりも大きいが、
　但し、前記化合物が式（ＩＩｂ）である場合、少なくとも１つのＲ2、Ｒ3又はＲ4は－
Ｈであり；
　各Ｒ19は、－Ｈ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ1、又は－ＣＨ2Ｃ［ＣＨ2ＯＲ］3であるが、
　但し、前記化合物が式（ＩＩｃ）である場合、少なくとも１つのＲ19又はＲは－Ｈであ
る方法。
【請求項１２】
　基材表面に化合物を塗布する工程を含む、繊維基材を処理する方法であって、
　前記化合物が、
　（ａ）ジイソシアネート及びポリイソシアネートからなる群から選択される、少なくと
も１つのイソシアネート基を含有する化合物、又はこれらの混合物と、
　（ｂ）式（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）、又は（ＩＩｃ）：　
【化８】

　から選択される少なくとも１つのイソシアネート反応性化合物と：
（ｃ）フッ素化アルコール、フッ素化チオール、又はフッ素化アミンから選択される少な
くとも１つのフッ素化イソシアネート反応性化合物と、を反応させることによって調製さ
れ、前記式中、各Ｒは、独立して、－Ｈ；－Ｒ1；
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　－Ｃ（Ｏ）Ｒ1；－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＲ
2；又は

　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1であり；
　各ｎは、独立して、０～２０であり；
　各ｍは、独立して、０～２０であり；
　ｍ＋ｎは、０よりも大きく；
　各Ｒ1は、独立して、任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでいてもよい５
～２９個の炭素を有する直鎖又は分岐鎖アルキル基であり；
　各Ｒ2は、独立して、－Ｈ、又は任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでい
てもよい６～３０個の炭素を有する直鎖若しくは分岐鎖アルキル基；
　あるいはこれらの混合物であるが、
　但し、前記化合物が式（ＩＩａ）を有する場合、Ｒ又はＲ2のうち少なくとも１つは－
Ｈであり；
　各Ｒ3は、独立して、－Ｈ；－Ｒ1；－Ｃ（Ｏ）Ｒ1；
－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n'（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）m'Ｒ

2；又は
－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n'（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）m'Ｃ（Ｏ）Ｒ1であり；
　各Ｒ4は、独立して、－Ｈ、任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでいても
よい６～３０個の炭素を有する直鎖若しくは分岐鎖アルキル基、又はこれらの組み合わせ
；－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n'（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）m'Ｒ

2；　又は
－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n'（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）m'Ｃ（Ｏ）Ｒ1であり；
　各ｎ’は、独立して、０～２０であり；
　各ｍ’は、独立して０～２０であり；
　ｍ’＋ｎ’は、０よりも大きいが、
　但し、前記化合物が式（ＩＩｂ）である場合、少なくとも１つのＲ2、Ｒ3又はＲ4は－
Ｈであり；
　各Ｒ19は、－Ｈ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ1、又は－ＣＨ2Ｃ［ＣＨ2ＯＲ］3であるが、
　但し、前記化合物が式（ＩＩｃ）である場合、少なくとも１つのＲ19又はＲが－Ｈであ
り、
　前記化合物が、撥水性及び任意選択的に汚れ除去性を、それらと接触する基材に提供す
る、方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法に従って処理される基材。
【請求項１４】
　繊維、糸、布地、混紡布、繊維材料、スパンレース不織布、カーペット、綿製の紙若し
くは皮革、セルロース、ウール、シルク、レーヨン、ナイロン、アラミド、アセテート、
アクリル、黄麻、サイザル麻、海草、コイア、ポリアミド、ポリエステル、ポリオレフィ
ン、ポリアクリロニトリル、ポリプロピレン、ポリアラミド、又はこれらの混紡物である
、請求項１３に記載の基材。
【請求項１５】
　撥水性及び任意選択的に汚れ除去性を付与するための、請求項１に記載の化合物の水性
分散液を含む組成物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
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【化２】

　から選択され、あるいはこれらの混合物であり、
　式中、各Ｒは、独立して、－Ｈ；－Ｒ1；－Ｃ（Ｏ）Ｒ1；
　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＲ

2；又は
　　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1であり；各Ｒ3は、独立
して、－Ｈ；－Ｒ1；－Ｃ（Ｏ）Ｒ1；－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＲ
2；又は
　　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1であり；各ｎは、独立
して、０～２０であり；各ｍは、独立して、０～２０であり；ｍ＋ｎは、０よりも大きく
；ｒは、１～３であり；ａは、０又は１であり；ｐは、独立して、０～２であり；但し、
ｒが３のとき、ａは０であり；各Ｒ1は、独立して、任意選択的に少なくとも１つの不飽
和結合を含んでいてもよい５～２９個の炭素を有する直鎖又は分岐鎖アルキル基であり；
各Ｒ2は、独立して、－Ｈ、又は任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでいて
もよい６～３０個の炭素を有する直鎖若しくは分岐鎖アルキル基；　あるいはこれらの混
合物であり、但し、式（ＩＩａ）が選択される場合、少なくとも１つのＲは、－Ｈであり
、少なくとも１つのＲは、－Ｒ1；－Ｃ（Ｏ）Ｒ1；
　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＲ

2；又は
　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1であり；各Ｒ4は、独立し
て、－Ｈ、任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでいてもよい６～３０個の炭
素を有する直鎖若しくは分岐鎖アルキル基、又はこれらの組み合わせ；
－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＲ

2；又は
　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1であり；但し、式（ＩＩ



(11) JP 2017-534712 A5 2018.8.23

ｂ）が選択される場合、少なくとも１つのＲ3又はＲ4は、－Ｈであり；少なくとも１つの
Ｒ3又はＲ4は、任意選択的に少なくとも１つの不飽和結合を含んでいてもよい直鎖若しく
は分岐鎖アルキル基、又はこれらの組み合わせ；－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）Ｃ
Ｈ2Ｏ）mＲ

2；あるいは－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1であ
り；各Ｒ19は、－Ｈ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ1、又は－ＣＨ2Ｃ［ＣＨ2ＯＲ］3であり、但し、式（
ＩＩｃ）が選択される場合、少なくとも１つのＲ19又はＲは－Ｈであり；少なくとも１つ
のＲ19又はＲは、－Ｃ（Ｏ）Ｒ1、
　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＲ

2；又は
　－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）mＣ（Ｏ）Ｒ1である。式（ＩＩａ）、
（ＩＩｂ）、又は（ＩＩｃ）において、－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）－は、オキシエチレン基（Ｅ
Ｏ）を表し、－（ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ）－は、オキシプロピレン基（ＰＯ）を表す。こ
れら化合物は、ＥＯ基のみ、ＰＯ基のみ、又はこれらの混合物を含有し得る。これら化合
物は、例えば、ＰＥＧ－ＰＰＧ－ＰＥＧ（ポリエチレングリコール－ポリプロピレングリ
コール－ポリエチレングリコール）と表記されるトリブロックコポリマーとしても存在し
得る。
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